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コムギ農林登録品種における粉粒度分布測定
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1は じ め に

コムギの品質特性の中で最も重要なものは、パン・うど

ん用等の加工特性に強く随 しているJ鋤 頓魂躍罰生で

ある1ヽ その硬軟質性の簡易・迅速・多点評価をするのに

有効な手法として、最近、粉粒度分布測定器による紛の粒

度測定が注目されている。粒の硝子率による硬軟質性の判

2試 験 方 法

供試材料として、コムギ農林登録品種167点 (同一品種

でも、種子取寄先の異なるものは点数としてカウントしわ

を用いた これらは、同一圃場。同一栽培条件下 (農林水
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観音台畑圃場 で実験材料として掏成されたもので、それ
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その結果 イ壕場の強 lulは 2ヽ0以上 ～ lclll未

満と幅広く分布した (表 1)。 最も頻度値が高かったのは

蜘 いめ3Cl以上～40未満で54点と全体の3230/0

で、次に現動高`いのはコ隣戴度

“

D40以上～511未満

でお 30/O144劇 となつた 平均粒度 lllDが
"以

上 ～30

柿 は7.点(420/ol・ 50以上 ～60未満は17点(1020/Ol・ 60以

上 ～70未満は11点Cの であり、平均粒度 い0が簡未

4 ま と め

本研究により、コムギ農林登録品種のおよそ8害 1の品種

が軟質系品種と判定され、硬質系品種は2割にすぎず、

日本コムギ品種は軟質系が多いという結果をつ粉粒度分布

測定における粉粒度の平均粒度 rll励 からも明ら力ヽこ

定の精度については問題視されることもあるので、従来の

′j麺 硝子率による破軟質性の判定0に代わる有効な測

定手法として、近年ヽこの粉粒度分布測憲ま普及し,つあ

る。そこQ本 研究では、粉泄度分布測憲こよるい

度を求めることをも 、その口軟質性の中碇 を行つた

らの粉粒度の平均粒度い0を粒度分布測定装置により

算出した

満を軟質系噸 ・中間質昴0と判断すると、およそ 8割

17960/Olの胸 謝噸系品種と考えられた

その一方Q平均糊度い0が 70以上自硬質氣準硬質・

硬う と考えると、

―

種は平均団賓Kllmlが 70以

上の硬質系か なく、平均粒度 llulllが 70未満の軟質

系品種が多いことが、粉の平均粒度いいからも明ら力ヽこ

できた

することができた。今後、わが国におけるコムギ遺伝資源

開発と育種計画を立てる上で、粉粒度分布測定装置におけ

る粉粒度の平均粒度い0を調べることは必要不可欠な

品質項目になるものと思われた
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表 1靖 ■劇囲鳴品種167点におけるい

とその頻度値
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30       7    42%

∞ -40       54    32396-‐ ―赫 61=知り●0

40～ 5C1    44  26396

5Cl～ 60        17     102%

∞ -70      11     66%

縣 距

70～ 80       18     108%

80-90     15    91P/6

90～ 1∞     1  協

lCXl～         0     00%

合  計   167  100%
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